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伊達 勲

日本で初めての開催となったラグビーW杯は日本の快進撃で大いに盛り上がった．
アイルランド，スコットランドなどを撃破し，ベスト 8 に全勝で進む快挙となった．
準々決勝で残念ながら敗退したが，予選リーグのアイルランド戦に勝利したときにアナ
ウンサーが発した名言「もう，これは奇跡とは言わせない」が，今でも心地よく耳の奥
に残っている．
本号の扉には本郷一博先生から，「『最近の医療事故報道に思う』―その後」を頂い

た．医療安全管理室が各施設で院長直属の重要組織に位置づけられていることを述べら
れている．私たちのところでも数年前に医療安全の専任教授を設置したが，小さなイン
シデントを含めると大変な仕事量をこなす必要がある．扉の内容と呼応するかのよう
に，佐藤慎哉先生からは，総説「医療事故調査制度と脳神経外科」を頂いた．この制度
が設立されるまでの経緯や現行制度の仕組みが詳しく解説されているだけでなく，脳神
経外科とのかかわりがわかりやすく述べられており，是非一読して頭の中を整理するこ
とをお勧めする．
浅野孝雄先生の特別寄稿「AI時代における脳と心④」では，コンピュータと複雑系
理論についての解説の中で，「身体と心を欠いている AIがヒト脳と同じ機能を有する
ことはない」とはっきりと述べられている．論文のタイトルに直接結びつく，AIに関
する記述でもあり，注目して読ませていただいた．本号にはその他，研究論文，症例報
告，教訓的症例に学ぶシリーズが掲載されており，大変勉強になる．
地球温暖化の影響もあり，10月半ばまで大型台風が日本を襲うようになった．今年
の大阪での学術総会も最終日は新幹線が計画運休となり，参加しようにもできなかった
先生方も多くいらっしゃったのではないかと思う．来年（2020年）の第 79回学術総会
は岡山で開催（10月 15～17日）であるが，台風などの災害が起こらないことを祈るば
かりである．「晴れの国 おかやま」と言われ，雨の少ない岡山県であるが，来年はその
本領を是非発揮してもらいたいものである．
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